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退院となる．後腹膜発生の奇形腫は頻度的に稀であ
り，また治療法としては外科的切除が唯一の方法であ
る．CT，　MRI・エコーおよび血管造影検査などの画像
診断は良悪性を含めた腫瘤の質的診断のみでなく外
科的切除に際しての進展範囲，周囲脈管との関係など
の把握に有用である．また，今回のような症例にては，
周囲神経叢との関係も含めた画像診臨時の評価の必
要性があると考えられた．
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【背景・目的】東京医科大学病院では，病院情報システ
ムが導入され診療業務に活用されている．薬理学講座
では，病院内に蓄積された患者基本情報や薬歴，検査
値，病名等のデータから，薬剤の治療効果を高め，薬
剤によって惹起される有害反応を最小限に抑えるた
めの情報を引き出し，医師および患者のために生かす
ことを考えた．
【方法】薬理学講座内において「患者情報データベー
スシステム（DB）」を構築した．医療情報センターの協
力により大学病院にあるホストコンピュータから抽
出していただいたデータを「仮データ」とし，DBへの
移行作業を行った．
　仮データを用い，DBのセキュリティや検索機能，薬
歴や検査値等のグラフ化など，ソフトウェアの仕様に
ついての検討を行った．
【結果】セキュリティ対策として，スタンドアローン
での構築やパスワードによるアクセス制限，氏名のイ
ニシャル変換等を行った．
　個々の患者における薬歴や検査値等の経時変化が
グラフ化して見られるだけでなく，複数の患者のデー
タについてもグラフ化ができるよう仕様を検討した．
　検索機能については，病名や薬剤名（商品名，一般
名）等を用いた抽出，絞込み，並べ替え，集計等，種々
の機能が可能となった．
【考察】ソフトウェアの仕様についてはまだ改善・検
討の余地はあるものの，概ねDBの構築は完了し，薬
理学講座内に構築したDB内においてレトロスペク
ティブな調査・研究が可能になったと考えられる．
　今後は，仮データではなく本データのDBへの移行
に着手し，薬剤の適正使用をはじめ臨床現場に役立っ
調査・研究に取り組んでいきたい．
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【目的】東京医大においても院内情報システム・放射
線科情報システムがすでに稼働し，日常業務に活用さ
れているが，必ずしも必要とされている部署にその要
求を満たすサービスがなされているとは言い難い．核
医学ではそれらのシステムとは独立したネットワー
クを構築することで，必要なサービスを利用者に使い
やすい形で提供し，本来の業務である画像処理までも
サポートできる環境の構築を目指した．
【方法】96年4月，核医学に自作Windows　95パソコ
ンを持ち込み，OS付属のLAN機能を用いて簡単な
ネットワークを組んだ．98年5月，サーバーの信頼性
の関係からwindows　NTサーバーを導入，さらにクラ
イアントとしてノートパソコンを用意した．ファイル
メーカープロのデータファイルサーバーとしてWin－
dows　NTサーバーを，メール，　HTTP，　DNSサーバー
にLinuxを使うことによって，ハードウェア以外の
トータルコストを削減しつつ，核廃棄物管理，患者情
報サービス，ガンマカメラとの画像送受信および，検
査データ加工処理に活用できる環境を構築した．
【結果】患者情報の電子化により，過去データの検索
スピードが上がり，写真の再提出など労力が激減し
た．核医学内でメールのやり取りできるため重要事項
の連絡ミスが減った．また検査機器との接続により，
SPM，　p－FASTなど新しい画像解析法に対応できる可
能性も広がった．今後，セキュリティの問題が解決で
きれば，学内LANとの接続を通して核医学情報の転
送や，フュージョンなどの，他の放射線機器画像との
相互利用を目指したい．
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